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５月２０日（日）総会が行われました。出席会員１4名、委任状は２7名、総数４1名で総会は成立

し、議事は滞りなく終了しました。理事は全員が再任となりました。総会議事の後はお茶とお菓子

で交流しました。 

       

総会での質疑応答の一部を紹介 

 

理事長  今年度こそは、新しい車両の導入を実現したいが日本財団の助成選定車には軽自動

車とキャラバンしかない。プレマシークラスの車両を想定していたのだが軽自動車を導

入しようかと考えている。 

発言者1  なぜ軽自動車に躊躇があるのか。 

理事長   軽の福祉車両は助手席の座面が高く杖歩行の利用者は乗りにくくなるのではと心配

している。     

発言者1  法人には以前使っていた踏み台があるので、それを活用すればよいのでは？ 

発言者2  さらに、軽自動車は燃費や維持費の面でもメリットが大きいと思う。 

発言者3  日本財団以外の助成を検討してみては? 

理事長   日本財団以外の助成は上限額が低かったり、市町村の助成を受けていると応募資格

がなかったり、助成審査を通過できる確率が極端に低くなったりと、かなり難しい。 

発言者3  それならば、実際助成車両の見積等をとり車両各部の寸法などを調べた上で理事会

で検討・決定してもらうのが良いと思う。 

出席者賛同の声 

理事長   了解いたしました。 

        青梅運行サービスは今年度も安全に最大の注意をしながら、利用者様の大切な足と

して重責を担っていく覚悟です。宜しくお願いいたします。 

 

            



 

 

 

新入社員のご紹介 

 
 

 

 

 

 

 
 

 

蛍蛍蛍蛍をををを見見見見るるるる夕夕夕夕べべべべ    

 

最近、ホタルをご覧になりましたか。  

日本では、ホタルは夏の風物詩として、古くから人々に

親しまれてきました。  

なかでもゲンジボタルやヘイケボタルは、人里周辺に生

息し、そこに暮らす人々と共存の関係にありました。  

かつて、人里近くに清流が流れ、その流れを人々は利

用して野菜などを洗い、この野菜クズなどを川に棲む巻

き貝の一種カワニナが食べ、このカワニナをホタルの幼

虫は好んで食べました。  

同様に青梅市でも、人里近くの小川や水田には、夏に

なるとホタルが飛び交っていましたが、現在はその数を

減らし、郊外の一部でしか見ることはできなくなりつつあ

ります。  

初夏の一夜、ご家族やお友達と一緒に淡い光を放ちな

がら舞い飛ぶ蛍をお楽しみください。 
開催日時 ６月３０日（土）  午後７時から９時 

会  場 青梅市成木２丁目地内 成木川   

＊  送迎希望の方運行へお申し込みください  

ふれあいふれあいふれあいふれあい音楽祭音楽祭音楽祭音楽祭    
日時    7月１日（日）  

午後1時30分開演 

会場    青梅市民会館 

出演団体  リーブレスブルー他 

入場料   400円 

本橋摂浩と申します。年齢は48歳。 

月・水・木9時から17時まで電話受付・コーデ

ィネートをします。電話だけでなく、利用者さ

んにお会いしたいと思っています。宜しくお願

いします。 


